
第１学年 国語科学習指導案 

 

日 時 平成２６年１０月 ６日（月）５校時    

 児 童 1 年２組（男子９名 女子１０名 計１９名） 

授業者 １年２組教諭 間瀬 奈緒子  

           

 

１ 単元名  「じどう車ブック」をつくろう 

  主教材  「じどう車くらべ」（光村図書 １年下）  

補助教材 「いろいろなふね」（東京書籍１年下） 

       「はたらく自動車」図鑑 各種 

 

 

２ 単元を貫く言語活動と付けたい力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元について 

（１）教材について 

小学校学習指導要領における第１学年「Ｃ読むこと」の領域目標は、「書かれている事柄の順序や場面

の様子などに気付いたり、想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書

しようとする態度を育てる。」である。また、本単元に関わっての指導内容は「イ 時間的な順序や事柄

の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。」「エ 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。」で

ある。 

本単元は、主教材文の「じどう車くらべ」でそれぞれの自動車の「しごと」と「つくり」を読む学習

をし、そこで学んだことを生かして、自分でも好きな自動車について「しごと」と「つくり」を関連さ

せて説明する文章を書くことを主なねらいとしている。本教材は、４つのまとまりからなり、まず第 1

のまとまりは、自動車についての話題に始まり、「どんなしごとをしていますか。」「そのために、どんな

つくりになっていますか。」という２つの問いがある。それらの問いに対し、第２から第４のまとまりで

バスや乗用車、トラック、クレーン車の３種類の自動車の具体例に沿って答える列挙型の文章構成にな

っている。自動車はその「しごと」によって「つくり」が異なり、二つの因果関係が「そのために」と

いう言葉で結ばれている説明のしかたとなっている。 

本単元の学習を通して、説明的文章を読んで情報を読み取ることの楽しさを経験したり、絵や写真な

どの画像を手がかりに「しごと」と「つくり」を書き抜いて整理することで「しごと」と「つくり」の

因果関係をはっきり理解させたりし、図鑑から自分の好きな自動車の「しごと」と「つくり」を書き抜

いたりすることができるようにさせたい。 

 

【付けたい力】 

・挿絵や写真と文を結びつけ、内容の大体

をつかむ力         （C イ） 

・文章中の大事な言葉や文を書き抜く力 

（C エ） 

 

【単元を貫く言語活動】 

・じどう車の「しごと」とそれにぴったり

な「つくり」を考え「じどう車ブック」

を作る。 

・「じどう車ブック」は、「じどう車名」「し

ごと」「つくり」「絵」でまとめる。 

【その特徴】 

・挿絵や写真と説明の文を結びつけて「し

ごと」と「つくり」を読むことができる。 

・「しごと」と「つくり」を書き抜くこと

で、ブックカードができる。 



（２）児童について 

児童はこれまでに、１年上「くちばし」「みいつけた」で説明的な文章を読む経験をしている。「くち

ばし」では、「問い－答え」が３回繰り返される文章で問いと答えの文型を学習し、「みいつけた」では、

「問い－答え－答え－答え」という１つの問いに対して答えが３つ列挙されている文章を学習してきた。

カルタや生き物カード作りという言語活動に向けて、教材文から観点をみつけ、その観点に沿ってカル

タやカードを作ってきた。 

これらの学習を通して、同じ文にサイドラインを引く活動や文末表現に気をつけて「問い」や「答え」

の文を見つけることができるようになってきており、主述の関係に注意してモデルの文章をまねて書く

ことができるようになってきた。しかしながら、絵や文から必要な情報を抜き取ったり、文章を比べな

がら読んだりすることはまだ十分とは言えない。 

以上のことから、この単元で「問い」の文の中にある「しごと」と「つくり」を読みの視点として、

絵や文から情報を読み取ったり、列挙された具体例を違いに気をつけて比べながら読んだりすることに

慣れさせていきたい。 

 

（３）指導にあたって 

本単元では、自動車の「しごと」と「つくり」を紹介した「じどう車ブック」を作ることを単元のゴ

ールとして設定する。 

「みとおす」段階では、図鑑をみせたり VTR を視聴させたりして、普段目にする自動車の他にもい

ろいろな自動車があることに気付かせ、どんな「しごと」をしているのか、そのために、どんな「つく

り」になっているのかに興味をもたせていきたい。また、「みいつけた」を想起させ、「問い」に対して

３種類の自動車の例が出てくることを確認し、相違部分があるかを確かめながら学習の見通しをもたせ

たい。単元の終わりには「じどう車ブック」を作れるよう、図鑑等で自分の紹介したい自動車の「しご

と」と「つくり」を探すよう意欲付けておきたい。また、問い①の「しごと」を先に見つけ、書き抜き

させた上で自動車の「つくり」は「しごと」によって異なっていることに気付かせておきたい。 

「ふかめる」段階では、問い②の「つくり」ついて種類ごとに読んでいく。その際、「しごと」と関連

する「つくり」であり「そのために」という言葉で結ばれていること、「つくり」が２つ説明されている

ことを確かめさせたい。また、「しごと」（赤）と「つくり」（青）に色分けさせたり、「つくり」を挿絵

と結びつけられるワークシート（ブックカード）を使い絵と文を結び付けたり、大事な言葉を書き抜い

たりさせ、「じどう車ブック」の一部が出来るようにしていきたい。その後、Ｐ２７の「はしご車」を取

り上げ、学級全体で図鑑を使ってブックカード作りをさせる。「しごと」は全体で考え同じ文を書かせ、

「つくり」は挿絵に書き込む活動や図鑑から情報を取り出す活動を設定することで、「しごと」に関わる

「つくり」を２つ選んで説明を書き抜かせたい。いろいろな自動車の例をくり返し読むことで「しごと」

に関連した「つくり」なっているという因果関係をつかませていきたい。 

「いかす」段階では、図鑑から自分の好きな自動車を選び「しごと」とそれに関連する「つくり」を

調べさせ、ブックカード作りを進めさせる。できたブックカードは互いに読み合い、感想を交流し合う。 

並行読書については、自動車を扱った図鑑を紹介し、画像や説明の文から「しごと」と「つくり」に

注意しながら読むように指導していきたい。また、「どくしょカード」に記録していくことで、たくさん

の自動車の「しごと」と「つくり」にふれさせていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の指導目標及び評価規準 

（１）単元の指導目標 

○「じどう車ブック」を作るという目的をもち、進んで図鑑を読んだりブックカードを作ったりしよう

としている。（関心・意欲・態度） 

◎挿絵や写真と文を結びつけながら、自動車の「しごと」と「つくり」を読むことができる。（C イ） 

◎自動車の「しごと」と「つくり」を書き抜くことができる。（C エ） 

 ○片仮名の長音，拗音，促音，撥音の表記ができる。（伝国イ(ｴ)，ウ(ｱ)） 

 

（２）単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・自動車に興味をもち，図鑑や説

明の文章から「しごと」と「つ

くり」を進んで読んだり、「じ

どう車ブック」のカードを作っ

たりしようとしている。 

・挿絵や写真と文を結びつけ「し 

ごと」と「つくり」を関連づけ

て読んでいる。   （C イ） 

・文章や図鑑から自動車の「しご

と」や「つくり」を書き抜き、

ブックカードを作っている。 

（C エ） 

 

・片仮名の長音、拗音、促音、撥

音の表記ができている。 

（イ(ｴ)，ウ(ｱ)） 

 

５ 単元の指導計画（１０時間扱い） 

学習課程 主な学習活動 教師の支援 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①知っている自動車に

ついて交流し合い、全

文を読んで学習の見

通しをもつ。 

 

 

 

 

 

②既習の「みいつけた」

と比べることで、問い

の文が最初にまとめ

て書かれていること

が同じで、問いの文が

２つあることが違う

ことを確かめる。 

  

 

③問い①「しごと」につ

いて３種類の自動車

の「しごと」を見つけ、

書き抜く。 

   

 

○図鑑を提示したり

VTR を視聴させたり

して自動車に興味を

もたせたい。 

○内容の大体をとらえ

るために、拡大した挿

絵を並べ、３つの例に

ついて考えていくこ

とを確認する。 

○「みいつけた」と同じ

所はないか考えさせ、

問いの文が最初に書

かれてあることに気

付かせたい。 

○問いの文が２つある

ことに触れ、答えも２

つずつあることの見

通しをもたせたい。 

○問い①に対しての答

え①「しごと」の文に

赤でサイドラインを

引かせ、「しごと」に

よって「つくり」が違

うことの見通しをも

たせたい。 

★学習のおおまかな計

画が分かり、見通しを

もっている。 

（関・意・態） 

 

 

 

 

 

★問いの文を理解して

いる。（C イ） 

 

 

 

 

 

 

 

★３種類それぞれの自

動車の「しごと」を書

き抜いている。 

（C イ，エ） 

 

みとおす 

（３時間） 

単元のゴール

を知り，これ

からの学習の

イメージをつ

かむ。 

「じどう車ブック」

をつくろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「バスやじょうよう

車」の「しごと」に関

連した「つくり」を書

き抜き、ブックカード

を作る。 

 

⑤「トラック」の「しご

と」に関連した「つく

り」を書き抜き、ブッ

クカードを作る。 

（本時） 

 

⑥「クレーン車」の「し

ごと」に関連した「つ

くり」を書き抜き、ブ

ックカードを作る。 

 

 

⑦図鑑から「はしご車」

の「しごと」とそれに

関連した「つくり」を

書き抜き、ブックカー

ドを作る。 

 

 

○挿絵と文章のどこが

対応しているのか確

かめていきたい。 

○「しごと」をするため

の「つくり」であるこ

とを関連付けて読み

取らせ、ワークシート

（ブックカード）に書

き抜きできるように

する。 

○答え②「つくり」の文

に青でサイドライン

を引かせ、「つくり」

が２つあることに気

付づけるようにする。 

 

 

○学級全体で「はしご

車」の仕事を確かめ、

書き抜きさせたい。 

○図鑑の絵や文から「し

ごと」に関連した「つ

くり」の情報を取り出

し、２つ選んで書き抜

きできるようにする。 

★挿絵と文を結び付け、

バスや乗用車の「しご

と」に関連した「つく

り」を書き抜いてい

る。 

（C イ，エ） 

★挿絵と文を結び付け、

トラックの「しごと」

に関連した「つくり」

を書き抜いている。 

（C イ，エ） 

 

★挿絵と文を結び付け、

クレーン車の「しご

と」に関連した「つく

り」を書き抜いてい

る。 

（C イ，エ） 

 

★図鑑からはしご車の

「しごと」とそれに関

連した「つくり」を書

き抜き、ブックカード

を作っている。 

（C イ，エ） 

 

 

 

⑧⑨自分が紹介したい

自動車を選び、「しご

と」とそれに関連した

「つくり」を書き抜

き、ブックカードを作

る。 

 

⑩グループごとにブッ

クカードを読み合い

交流し合う。 

○選んだ自動車の「しご

と」と「つくり」を関

連づけて、「しごと」

に合った「つくり」で

あるかを考えるよう

に支援する。 

 

○作ったブックカード

を読み合い、ひと言で

も感想を述べさせる。 

★図鑑から自分が選ん

だ自動車の「しごと」

とそれに関連した「つ

くり」を書き抜き、ブ

ックカードを作って

いる。（C イ，エ） 

 

★ブックカードを読み

合い、感想を述べるこ

とができる。 

（関・意・態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふかめる 

（４時間） 

自動車の「しご

と」や「つくり」

を読み取り，ブ

ックカードを

作る。 

いかす 

（３時間） 

自分の選んだ

自動車でブッ

クカードを作

り，交流する。 



６ 本時の指導（５／１０時間目） １年２組 

（１）目標 

挿絵と文を結びつけ、トラックの「しごと」に関連した「つくり」をブックカードに書き抜くこと

ができる。 

（２）展開 

過

程 
学習活動と主発問 

時

間 
○教師の支援  ★評価 

 

み

と

お

す 

１ 前時までを想起する。 

２ 学習課題を確認する。 

トラックの「しごと」にぴったりな「つくり」

をかんがえ、ブックカードをつくろう。 
 

５ 

 

○バスやじょうよう車の「しごと」と「つ

くり」をふり返り、「しごと」にぴった

りな「つくり」であることを確かめる。 

○トラックの「しごと」を確認し、課題に

つなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

３ トラックの部分を音読する。 

 

４ トラックの「しごと」や「つくり」を挿絵に

書き込む。（一人読み） 

・トラックの「しごと」と「つくり」に関係する

言葉を挿絵に書き込みましょう。 

 

 

５ 「しごと」に合った「つくり」かどうかを交

流する。 

①ペアで交流する。（ペア読み） 

・書き込みしたところを見せ合いながら、どんな

「つくり」になっているのか、どうして「しご

と」にぴったりなのか友だちの考えを聞きまし

ょう。 

・相手の言ったことをもう一度くり返して、一つ

ずつ交替しながら交流してください。 

 

 

 

②全体で話し合う。（クラス読み） 

・トラックの「しごと」にぴったりの「つくり」

は何ですか？ 

うんてんせきのほかは、ひろいにだいになっ

ています。 

おもいにもつをのせるトラックには、タイヤ 

がたくさんついています。 

３ 

 

６ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

○一文ずつ指名し、音読させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《(1)ねらいに沿った一人読みの工夫》 

・教科書の挿絵に対応させながら、「し

ごと」と「つくり」に関係する言葉を

書き込みさせる。 

 

《(2)自分の考えを深める活動の設定》 

ペア読み 

・教科書の書き込みや文を見せ合いな

がら、互いの考えを聞き合うこと

で、「しごと」とぴったり合った「つ

くり」なのか確かめることを目的と

する。 

・相手の言ったことをオウム返しし

て、一つずつ交互に交流させる。 

・クラス読みでは、どうして「しごと」

にぴったりなのかを確かめるとい

う見通しをもたせておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《(3)言語活動に結び付く場の位置付

け》 

・トラックの「しごと」に関連する「つ

くり」をブックカードに書き抜きす

る時間であることを確認する。 

 

 



 

◆どうして、にだいが広くないといけないのです

か。 

◆どうして、タイヤがたくさんついている「つく

り」でないといけないのですか。 

・同じはこぶ「しごと」をしているのだから、バ

スではだめなのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

６ まとめる 

・トラックの「しごと」にぴったりな「つくり」

をブックカードに書き抜きましょう。 

 

・今日は、トラックの「しごと」にぴったりな「つ

くり」を考えブックカードに書き抜きしました。 

 

 

７ 学習の見通しをもつ。 

・次の時間は、クレーン車の「しごと」にぴった

りな「つくり」をみつけていきましょう。 

 

８ 

○教科書のトラックの「つくり」の２文に

青でサイドライン引かせ、書き抜きでき

るようにする。 

 

★トラックの「しごと」に関連した「つく

り」を書き抜くことができたか。 

○自分で書き抜くことがむずかしい児童

には、板書や教科書のサイドライン引い

たところを見せ、対話しながら、「しご

と」に関連したトラックの「つくり」を

書き抜きできるようにする。 

 

 

 

（３）板書計画 
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クラス読み 

・「つくり」は「しごと」をするため

のものであることを関連付けさせ、

「そのために」という言葉で結ばれ

ていることを確認する。 

・否定的な発問で、「しごと」にぴっ

たり合った「つくり」であることを

児童の言葉で説明できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 


